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【資料 4】 平成 21年度第 1回利尻山登山利用検討会 

協議会との連携強化に向けて 

 

■ 役割 

 利尻山登山道の適正利用のための対策の検討・実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 協議会内での位置づけ案  

 対策を実施するための専門グループ(部会?)として設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※部会においてボランティアコーディネートや広報等など、対策ごとに作業グループが必要となることも予

想される。 

登山道のあり方

(管理方針)

適正に利用され

ているか

必要な対策の検討

対策の実施

・関連セクターへの協力

・必要な人材・資材等の確保

登山道利用の把握①

②

③
関係機関団体との連携

各種専門家のアドバイス

島内外の協力者

yes

No

[検討会の役割・機能] 

①登山道利用の現況を把握すること 

②登山道利用が適正かどうかを判断すること 

③登山道利用を適正にするための対策を実施すること 

パターンＡ．外部連携型 

＋:部会メンバーが少なく内部マネージメントが簡易 

－:外部に協力を依頼するため対策の迅速性がやや劣る 

パターンＢ．内部充実型 

＋：対策を迅速に講じることができる 

―：部会メンバーが多く内部マネージメントが煩雑に。

(部会維持のための労力が増える) 
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